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論文 内容 の要 旨

【目的】 近年、小児の発音に対する保護者の関心が高まつてお り、その現れとして発音障害を主訴

として来院する患者も増加 している。発音障害の原因としては、発声器官の形態異常、運動障害、聴

覚障害などがこれまで指摘されているが、口腔内に現れる形態異常の一つとして舌小帯強直症が挙げ

られる。 しかし、その患者への対応や治療法はいまだ確立されておらず、現状では経験や主観に基づ

く対応が行われていることが多い。

そこで本研究は、舌小帯強直症を有する小児の音声周波数の特徴と、舌小帯切除を行つた小児の音

声周波数の変化について分析 し、臨床応用の可能性について検討することを目的とした。

【被検児および研究方法】 対象は、コン トロール群として 3歳から8歳までの歯列や舌小帯などの

口腔機能および形態 と、聴覚に異常のみられない小児とし、歯列咬合発育段階 (Dental Stage)別 に

乳歯列期 (Ⅱ A)20名 、混合歯列期 (Ⅱ C― ⅢA)15名 の計 35名 を用いた。また、舌小帯切除群は

当科を受診 して舌小帯の強直がみられ、担当医が舌小帯切除の必要性を認め切除を行つた小児とし、

乳歯列期 (Ⅱ A)14名 、混合歯列期 (Ⅱ C― ⅢA)6名 の計 20名 を用いた。これら小児は術前、術

後の変化をみるために術前、術後 1週間、術後 1か月、術後 3か月、術後 6か月に録音を行つた。尚、

先行研究の結果から性別は考慮に入れず行った。

音声の採取方法としては、防音室内において椅坐位にて自然な状態で普通会話時の速度と音量で行

った。録音機器はエレク トレットコンデンサーステレオマイクロフォン (SONY社製 ECM-999)を用い、

Hi SPEED USB Audio Capture UA 101(ロ ー ラン ド社製 )を介 してパー ソナル コン ピュー タ (SONY社製 、

VGC RC70PS)内 に取 り込み 、ハー ドデ ィス クに保 存 した。

検査音は日本音声言語医学会の基準を参考に作成した 22種のVCV語 文構造をもつ無意味音節構音

検査音を読ませた。収録 したそれぞれの検査音の原音声をパーソナルコンピュータ内で音声分析可視

化ソフ ト (リ オン社製 マルチスピーチ
゛3700)を使用 して、サウン ドスペク トログラム表示を行い、

フォルマン ト周波数分析として基本周波数 (FO)と 第 1フ ォルマン ト周波数 (Fl)、 第 2フ ォルマ

ン ト周波数 (F2)を 先行母音と後続母音でそれぞれ計測 した。また全ての小児に対し発語明瞭度検

査を実施 し、各語を歯科医師 5名 が聴取して明瞭度を 3段階評価 (明 瞭 :1、 やや不明瞭 :0.5、 不明

瞭 :0で各検査者が評価 し最大値 5)で判定した。

比較項目としては、まずコン トロール群の中の比較を行つた。すなはち、コン トロール群を平L歯列



期と混合歯列期に分け、さらに発語

も「2」 以上の不明瞭が認められた不明瞭群との 4群に分類 し、コン トロール明瞭群における Dental
Stage間 の周波募cルヒ:咬 と茅Li野夕J興調におけるコン トローール明瞭:洋 と不号月瞭群とθDり司波郵c上国交をイ子つた。

‐

要
にコン トロール明瞭群と舌小帯切除が必要と認められ、術前に 1音節以上に不明瞭な発音を認めた小
児 (舌小帯不明瞭群)と の周波数比較を乳歯列期間で行った。最後に舌小帯切除は舌小帯切除者の発語
明瞭度と周波数の推移、さらにコン トロール明瞭群との周波数比較を行った。統計には、分散分析およ
び t検定による評価を行った。

尚、本研究は朝 日大学歯学部倫理委員会の承認 (受付番号第 16004号 )を得て行ったものである。

【結果】

1.正常児のデンタルステージ間の比較では、乳歯列期と比較して混合歯列期小児は、FOと Flの値が全体的に低下していたが、F2値には変化がみられなかった。
2.乳歯列期の発音明瞭群と不明瞭群の比較では、 FO、 Fl、 F2値共に差は認められなかった。3.舌小帯強直症を有する発音不明瞭群は、コン トロール明瞭群と比較すると、後続母音のFl値にお
いて有意に高い値を示 した音節が多くみられた。 しかし、F2値には差が認められなかった。4.舌小帯切除群の発語明瞭度を検査 した結果、 [s]音で最も不明瞭度が高く、次いで [k]音、 [r]音の
順であった。

5.舌小帯の切除前と術後の周波数を比較すると、 [r]音でFl値が有意に低下していた。

【結論】

乳歯列期から混合歯列期にかけてFOと Flの値は低下し、また舌小帯切除によりFl値の低下がみ
られた小児に発音の改善がみられたことから、臨床的には [s]音、 [k]音、 [r]音のFl値を検討するこ
とが客観的音声診断に有効であることが示唆された。


